
2020 年 10 月 6 日 

Visual Studio 2019 コミュニティでのコンパイル 

【1】 Visual Studio 2019 の初回起動時のみ下記が表示されます．サインインを求められますが，サインインは特に必

要ではないので，「後で行う」をクリックすることにより回避できます． 

 

 
【2】 初回起動時のみ環境の設定を求められます． 

(1) 「開発設定」に「Visual C++」を選びます． 
(2) 「配色テーマの選択」は好みで選びます． 

 

 
  

クリック 

Visual C++を選択 

好みの配色を選択 
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【3】 下記が Visual Studio 2019 の標準的な起動画面です． 

2 回目以降に Visual Studio を起動するとここからスタートします． 
 新しい課題を始める場合は「新しいプロジェクトの作成」を選びます． 
 以前の課題を開く場合は，履歴リストから選びます(sln ファイルのダブルクリックでも以前の課題を開けま

す) 

        

 
(次ページへ続く) 

  

以前の課題を再び開く時は，履歴が残ってい

れば履歴から開くこともできる 

新しい課題を始めるときはこちらを選択 
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【4】 新しいプロジェクトを作成します． 

(1) 「C++」，「Windows」，「コンソール」を選択 
(2) 「空のプロジェクト」を選択 
(3) 「次へ」をクリックするとプロジェクトが作成されます． 

 

 
【5】 新しいプロジェクトを構成します． 

(1) プロジェクト名を入力 
(2) プロジェクトの場所を入力 
(3) 「ソリューションとプロジェクトを同じディレクトリに配置する」をオン 
(4) 「作成」をクリックしてプロジェクトを作成 

 

(1) プロジェクト名を決める 

(2) プロジェクトの場所を決める 

(3) オンにする 

(1) これらを選択 

(2) 「空のプロジ

ェクト」を選択 

(3) クリック 

(4) クリック 

＜注意＞ 
プロジェクトの場所を既定

の場所(Visual Studio が初め

から指定している場所)から

変更すると，アクセス権に関

するエラーが出ることがあり

ます． 
その場合，管理者権限でア

クセス許可の設定が必要です

ので，その設定方法が分から

ない人は，既定の場所から変

更しない方が良いでしょう． 
なお，USB メモリ内をプ

ロジェクトの場所として指定

した場合は，このような問題

は一般に生じません． 
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【6】 以下の手順は，基本的に Visual Studio 2015 と同じです．次の手順でソースファイルを追加します． 

(1) ソリューションエクスプローラ＞ソースファイルをポイントして右クリック 
(2) 右クリックメニュー＞追加＞新しい項目 

 

 
【7】 ソースファイルを追加します． 

(1) 「C++ファイル(.cpp)」を選択 
(2) 「名前」を入力して「追加」をクリック 

 
 

【8】 ソースプログラムを作成後，下記のメニューでビルドと実行を行います． 
ビルド(コンパイル) ： ビルド＞ソリューションのビルド 
プログラムの実行 ： デバッグ＞デバッグ無しで開始 

【9】 プログラムが完成して次の課題に進むときは，「ファイル＞ソリューションを閉じる」を選びます． 
 ⇒ これにより，【3】に戻るので，再度プロジェクトを作成します． 

(1)ソリューションエクスプロ―ラーで「ソース

ファイル」を選択して右クリック 

(2) メニューで 

追加＞新しい項目 

(1) C++ファイル(.cpp) 

(2) ファイル名を決める 

(3) 追加 


